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期間中の処理で，グリホサートイ
プロピルアミン塩液剤の 330mL ～
1000mL/10a の処理で翌年 5 月 1 日
移植の田植え後 16 日の発生量を抑制
する効果が高かった（著者，未発表）。

以上のように，稲刈り後の水田にお
いて塊茎形成が盛んなミズガヤツリ，
オモダカ，クログワイ等の多年生雑草
に対してグリホサート剤のような浸透
移行性が高い除草剤を塊茎形成盛期頃
までに処理することにより塊茎形成を
阻害する効果が高かった。また，マツ
バイ，セリ，キシュウスズメノヒエ等
の越冬株により繁殖する草種では，温
暖地では 11 月の地上部が枯死する前
にグリホサート剤のような浸透移行性
が高い除草剤を処理することにより，
繁殖器官の形成を減らし，翌年の発生
量を減らす効果が高い。一方，パラコー
ト剤のように浸透移行性が小さい除草
剤でも早い時期に処理し，茎葉を枯死
させることによる繁殖器官の形成を阻
害する効果があると考えられる。

4. まとめ

これまでに述べたように，早期栽培
水田では多くの多年生雑草で稲刈り後
の 9 月から繁殖器官の形成が行われ
る点は不利である。しかし，一方では
繁殖器官の形成が行われる稲刈り後の
早期の耕耘や除草剤処理で繁殖器官の
形成を阻害し，翌年の発生量を減らす
ことができる点は有利である。特に，
除草剤に対する抵抗性系統の出現が問
題となっている中で，稲刈り後の耕耘
や除草剤処理による翌年の発生量を減
らすことができるのは効果的であると
考えられる。

なお，ここで紹介した早期栽培の稲
刈り後の除草剤処理による翌年の発生
量の低減効果に関する試験は，コンバ
イン収穫による廃わらがない条件で
行ったので，茎葉に除草剤が良く付着
し効果が高かったと考えられる。現在
はコンバイン収穫が主体で，稲刈り後
の田面には廃わらがあることが多い。
このような条件ではコンバイン収穫に

より一度切断された雑草が再生し，雑
草の茎葉がわらの間から出るまで待つ
ことに注意が必要である。さらに，こ
こで紹介したグリホサート系除草剤に
は多くの種類がある。また，その他，
浸透移行性は低いが速効性の除草剤も
登録されている。それぞれの登録内容
を確認したうえで使用していただきた
い。適用条件における対象草種は一年
生雑草や多年生雑草となっている場合
が多いが，オモダカ，クログワイなど
の問題雑草を防除する場合には，使用
量は多年生雑草を対象とした量とし，
ここで述べたように翌年の発生量を減
らす効果を得るには適期処理が必要で
ある点にも注意していただきたい。
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フウロソウ科フウロソウ属の多年草。全国の山野，道端，畦
畔，土手などに普通に見られる。背丈は 30 ～ 60cm。茎は地
面を這いよく分枝する。夏から秋にかけて茎先や葉腋から花柄
を伸ばし，紅色あるいは白色の花を 2 つ付ける。花色は，富
士川付近を境に，東日本では白色系の花が多く，西日本では紅
色系の花が多く分布している。

日本在来種で，センブリ，ドクダミとともに，日本の 3 大
民間薬とされる。本種は煎じて服用すると下痢などの症状がた
ちまち改善されることから「現（験）に効くのが証拠である」
ということで名づけられたとされる。

古
いにしえびと

人たちもその効能を知り，利用していたと思われる。実際，
長野県の縄文中期の竪穴式住居の遺跡からセンブリの種子が出
土している。センブリより分布域が広く，雑草性も高いゲンノ
ショウコである。使われていないはずがない。

ゲンノショウコは真夏の土用の丑の日に採取するのがいいと
される。縄文人たちも，夏の暑い最中，1.5cm ほどの淡紅色
の花を求めて，住居の周りを探していたかもしれない。そうし
て集めたゲンノショウコを束にして紐で結わえ，住居の中の梁
にぶら下げて乾燥させた。乾かしたゲンノショウコを，食事の

後とか体調が優れないときに，茎の 1 本や葉の数枚を折った
り揉んだりして，そこへお湯を注いだり容器で煮出したりして
お茶のように飲んでいたのではなかろうか。

平安時代には漢方の知識も加わり，「和名類聚抄」では「牛扁」
（和名タチマチグサ）と記載され，牛の病気を治す薬草として
も利用された。

江戸時代中期になると貝原益軒は全 16 巻の「大和本草」の
中でゲンノショウコをこう記した。

「葉茎花をすべて陰干しにし粉末にしてからお湯で飲む。腹
下しに良く効く。赤痢に最も可である。また，煎じてもあるい
は粉末にして丸薬にしても皆効果がある。本草（第 6 巻，薬類）
にはこの効能を載せなかった。本草では毒草類（第9巻，雑草類）
に載せた。然れども毒はない。（しかし）一度植えると盛んに
繁殖し除くのは困難になる」

貝原益軒は本種を記載するのに民間薬として定評がありなが
らも本来の巻である第 6 巻の薬類ではなく第 9 巻の雑草類に
記載した。しかもわざわざ「毒はない」と断って。

本草としての民間薬より，防除の難しい雑草性の方がより問
題であったようである。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一現の証拠（ゲンノショウコ）田畑の草
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